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　前橋市は、北に赤城山、西に榛名山を望む関東平野の北部を市域とした県都であ

ります。北から南に貫流する利根川の清流は「水と緑と詩の町」を潤し、かっては

r糸の町」として養蚕製糸で栄えてきました。今人口28万を擁し生涯教育都市を

目指し教育文化・商工業の調和のある街づくりが進められています。

　伊勢遺跡の所在する上長磯町は前橋市の中心市街地から国道50号線を東へ5．OKm

程の水田地帯にある。近年、国道50号線の拡巾工事等にかかる埋蔵文化財の調査な

どで遺跡の確認がされている。

　この調査は、民間開発行為によりガソリンスタンドの建設に先がけて埋蔵文化財

の緊急発掘調査を実施したものであります。

　調査では平安時代の住居跡11軒・溝跡9条・井戸跡2ケ所・土坑53ケ所・ピット

31ケ所を確認したほか土師器1657点、須恵器259点、鉄製品5点などを検出し記録

保存いたしました。

　この調査報告書を刊行するにあたり事業主である昭和シェル石油株式会社を始め

とする関係機関各方面の多くの方々の御理解と御協力を得たことに対して厚く御礼

申し上げます。

平成　3年　3月

前橋市埋蔵文化財発掘調査団

団　長　遠　　藤　　次　　也





　　　　　　　　　　　　　　　例　　　　　　言

1　本書は都市計画法第29条の開発行為（宅地造成事業実施）1の許可に先がけた開発予定地の

　埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2　発掘調査は、立合者　前橋市埋蔵文化財発掘調査団（団長　遠藤次也）の立ち合いのも

　　とに、委託者　昭和シェル石油株式会社関東支店（東京都千代田区丸の内二丁目7番3号支

　店長八田昌彦〉の委託を受け、スナガ環境測設株式会社（前橋市青柳町211－1　代表取

　締役　須永眞弘）が実施した。
3　調査担当者　新保一美（前橋市埋蔵文化財発掘調査団　発掘調査係員）

　　　　　　　荻野博巳（スナガ環境測設株式会社　調査員）

4　遺　跡　名　伊勢遺跡　略称1F－2

5　所　在　地　前橋市上長磯町296－1番地　外　地内

6　調査期間　発掘　平成　2年　5月21日～平成　2年　6月22日
　　　　　　　整理　平成　2年　6月22日～平成　3年　3月25日

7　調査面積700m2
8　出土遺物は、前橋市教育委員会に保管する。

9　本書は、調査団の指導のもとに、スナガ環境測設株式会社埋蔵文化財調査部（専務取締役兼

　　部長　金子正人）が作成に当り、・執筆・荻野博巳（伊勢遺跡発掘調査事務所長）、校正・

　　金子正人、編集・須永眞弘、測量図書の整理校正を勝田貞幸、遺物の復元・実測・計測を

　　佐々木智恵子・角田朱美、遺構のトレースを小林裕美、、写真製版を鈴木剋夫、文章清書を

　　須永薫子、内業事務を須永豊が担当した。

10　測量・調査計画を須永眞弘（測量士　第52614号）が行い、調査の指揮指導を荻野博巳、遺

　　構・遺物の写真撮影を荻野博巳・勝田貞幸（調査助役）が当った。測量と測量作業指導を

　　板垣宏（測量課長）・測量を勝田貞幸・樺沢高幸（測量主任）・佐々木智恵子・．角田朱美が

　　当った。発掘調査の安全管理は石島正二（総務役）が、作業事務を柴崎信江が担当した。

11調査に協力を戴きました昭和シヱル石油株式会社関東支店を始め、地元の方々及び調査並び

　　に整理に際して指導、助言を賜った群馬県埋蔵文化財調査事業団飯塚誠氏を始め、各方面の

　　方々に深甚なる感謝を申し上げます。

12　調査に参加した方々（順不同）

　　石川サワ子　内山恵美子　中川類子　小野沢億つ江　深沢千代
　　山崎勘治

　　　　　　　　　　　凡

1　遺構名・略称

　遺構名と略称は次の通りとした。

　土師器住居跡　H，　　井戸跡
　溝　遺　構　W　　　土　　坑
2　実測図の縮尺

　全体図S＝1／300　住居跡S＝1／60

　溝遺構Sd／60土坑S＝1／60

I
D

例

ピッ　ト　P

井戸跡S＝1／60

’竈　 S＝1／30

ピットS＝1／60

遺物　S＝1／3



3　挿入図

　国土地理院発行の5万分の1「前橋」を使用した。

4　遺跡の位置・基準等

基準点
A・0地点

水準点

等高線
グリッド

国土地理院三角点及水準点を照合済み

第IX系　座標値x＝41，608．000m　y＝一63，718．000m

BMI　H＝88．000m

10cm

4m間隔
5　土層断面の土色名及び土器類の色調名は「新版標準土色帖」による。
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序
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第1章 調査の概要

1調査に至る経緯
　伊勢遺跡は、宅地造成工事に伴う都市計画法29条の開発行為の許可にさきがけ前橋市宅地開

発指導要綱（昭和48年前橋市告示第10号）第9条（文化財保護）の規定により開発事業者昭

和シェル石油株式会社（東京都千代田区丸の内’二丁目7番3号支店長八田昌彦）か．ら市教育委員

会に事前協議があり、確認調査を行ったところ平安時代の住居跡及び溝跡を確認した。開発事業

者と協議調整のうえ平成2年5月21日から発掘調査を実施することになり・．前橋市教育委員会の

もとに組織している前橋市埋蔵文化財発掘調査団の立ち合い指導のもとにスナガ環境測設株式会

社で発掘調査に着手した。

2発掘調査の
経過は次の通りである。

平成2年5月21日

　　　　　22日

　　　　　23日

　　　　　25日

　　　　　28日

　　　　　30日

　　　　6月1日

　　　　　2日

　　　　　5日
　　　　　12日

　　　　　18日

　　　　　21日

　　　　　25日

　　　　　28日

整理作業
　　　6月29日

7月9日

　　経過
　　（調査日誌抄）

作業事務所設置．機材等の搬入

水準点（BM）．基準点座標杭の設置．グリット杭設定開始

重機にて表土掘削作業開始．ジョレン掻き．プラン確誌作業開始

住居跡（1号～11号）．溝跡．土坑の各調査開始．写真撮影開始

平面．断面図の測量開始．

ピット調査開始

住居跡調査開始．全体平面図S＝1：100作成開始

国道部分遺構の出土状況等にっいて県事業団飯塚誠氏．遠藤調査団事務局

次長．新保調査担当の来跡をいただき打ち合わせをする

井戸跡調査開始

カマド調査開始

調査現場冠水し排水ポンプ3台で排水す

遺物上げ開始．土錘出土

調査現場冠水し排水ポンプ3台で排水す

全体遺物上げ．全体断面図標高入れ（測量）．調査終了

遺物の洗浄・注記．測量図面の整理作業開始．記録写真の整理・住居跡の

原稿執筆作業開始．遺物の接合作業開始

測量図の製版カメラによる縮小作業を行う．住居跡床面積の図上計測を行

う・接合遺物の石膏入れ作業開始．遺物（土器）の実測図化作業開始．遺

物の実測図の製版カメラによる1／3縮小作業開始．住居跡平面図・断面図
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1月14日

3月．8日

　24日

　25日

の製版カメラによる1／3縮小作業開始

溝遺構などの報告書原稿執筆・編集作業開始

遺物写真撮影作業を行う

報告書原稿執筆・編集作業完了

報告書原稿印刷

3標準堆積土層
　　　　　　　　　　第　1　図

　　　　　　　　　　　　88．00m
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　　　凪
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耕　作　土

灰褐色土層

灰褐色土層

灰褐色土層

褐色土層

暗褐色土層

暗褐色土層

褐色土層

褐色土層

砂質で粘性がなくサラサラしている』

砂質不透水層で僅かB軽石を含み酸

化している

細砂で粘性がなく．硬く締まる

微砂で粘性がなく．硬く締まる

細砂で粘性がなく．硬く締まる

微砂で粘性がなく．硬く締まる

微砂で粘性がなく．硬く締まる

細砂で粘性がなく．硬く締まる

礫層（川底〉1～15cmの礫・川石が点在する

暗褐色土層　微砂の層

　　　　　　　　第2章　遺跡の立地と環境
　伊勢遺跡が所在する前橋市上長磯町296－1番地は、前橋市の中心市街地から東へ約5Kmの国

道50号線際にあり、周辺は水田地帯である。近年は国道沿線に宅地化が進む地域でもある。

　かっては利根川がこの地を東南流した古利根川の氾濫源である。北300mを東南に流下する桃

木川は古利根川の流路であると言われている。

　古代の上長磯は、平安時代の「和名抄」にある芳賀・桂萱・真壁・時沢など九郷からなる勢

多郡の桂萱郷に属している。
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桂萱郷は、奈良後期の多賀城跡から勢多郡の桂萱郷名の木簡が出土するなど古くから見られ

る地名である。この桂萱郷は、東片貝・西片貝・三俣・野中・長磯などが比定されている6

中世は上杉氏所領目録（彦部文書）から長安（ながやす）村の地名で大胡の庄に記録されて

いる。近世江戸初期の長磯村は元禄期に上・下長磯村に別れ、明治22年から木灘村の大字上長

磯となり、昭和30年に木瀬村の合併によって前橋市の町名となった地域にある。

　　　　第2図周辺の遺跡一覧図S・1：50，000

　①伊勢遺跡②大・塚古墳’③茶木田遺跡④八幡山古墳
　⑤二子山古墳⑥不二山古墳⑦『大日塚古墳⑧端気遺跡群
　⑨西新井遺．跡　⑩芳賀西部団地遺跡　⑪芳賀東部団地遺跡　⑫芳賀北部団地遺跡

　⑬芳賀北曲輪遺跡　⑭引切塚遺跡　⑮青柳寄居遺跡
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第3章 遺構と遺物

（1）　住　居　跡

1　号．住　居　跡　（第3図、図版1）

　調査区の北壁寄りC－5～6グリッドに位置し、D－5・6・8・47・48土坑と重複し

て確認する。D－8によって、僅かに立ち上がりが確認されただけで、全体は住居範囲が

僅かに残る程度である。

　遺物は住居に伴うと思われる土師器圷片が1点検出されている。

2号住居跡（第3図、図版1）
　調査区の南壁の1－1グリッドに位置する。大部分が調査区域外にあるため僅か北壁部

分を確認したものである。調査範囲で北壁側長さ3．1mを測る。

　遺物は出土していない。

3号住居跡（第4・5図、図版1）
　調査区の南壁、1－3、J－2～3グリッドに位量し、4号住居跡と一部重複し南壁側

は一部調査区域外である。新旧関係は4号住居跡を本住居竈が切っていることから本住居

が新しいと思われる。確認面は耕作面より74cm程掘り込んで確認された。覆土は褐色砂

質土が堆積している。

　形状は隅丸方形を呈すると思われる。南北方向は調査区域外に達し全長は不明だが実測

値2．8m程を測る。東西方向は3．3m程を測る。床面までの掘り込み10cm程を測る。住居跡

の主軸方向は不明である。床面は平坦で遺物は少ない。測定できる床面積は8．75m2程を測

る。ピット・壁溝は確認されなかった。

　竈は東壁側に位置しH－4号住居跡と重複し焚口付近には構築材と思われる石が見られ

るが残りは良くない。竈の全長1．O　m程、焚口部幅は40cm程を測る。

　竈の主軸方向はN－1220－Eを翻る。

　遺物は土師器、須恵器片などを僅か検出している。

4号住居跡（第5図、図版1）
　調査区の南壁J一・3～4グリッドに位置し、3号住居跡竈と一一部重複する。南壁側は一一

部調査区域外である。重複関係は本住居の方が古いと思われる。確認面は耕作面より66cm

程を掘り込んで確認された。覆土は褐色砂質土が堆積している。

　形状は隅丸方形を呈するものと思われる。東西方向約2．9m、南北方向は調査区域外に達

し実測値は2．Om程を測る。床面までの掘り込みは10cm程を測る。主軸方向は不明である。
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　床面は平坦で遣物は少ない。測定できる床積面は4．49m2程を測・る。ピ．ット・壁溝は確認

されなかった。竈は確認されていないが調査区域外にあると思われる。

　遺物は土師器片を1点検出している。

5号住居跡（第6・7図、図版2）
　調査区の南壁L－9、M－9～10グリヅドに位置する。確認面は耕作面より60cm程掘り

込んで確認された。6号住居跡と重複し南壁側は一部調査区域外にある。新旧関係は本住

居跡が6号住居跡を切って作られているので本住居が新しいと思われる。

　住居の形状は方形を呈し、長軸（東西方向）が約3m、短軸（南北方向）が約2．4mを測

る。床面までの掘り込み20cm程を測る。住居跡の主軸方向はN－860－Eを測る。床面は

平坦で遺物は少ない。床面積は約5．73m2を測る。ピット・壁溝は確認され’なかった。

　竈は東壁側のやや北寄りに位置し半円状に張り出して構築している。竈の全長約60cm、

焚口幅は約50cmを測る。残存状況はよくない。竈の主軸方向はN－920－Eを測る。竈の

覆土は褐色砂質土が堆積している。遣物は土師器片を検出している。

6号住居跡（第7図、図版2）
　調査区のL－9～10、M－9～10グリッドに位置するら確認面は耕作面より50cm程掘り

込んで確認された。覆土は褐色砂質土が堆積している。5号住居跡、7号住居跡と重複し

ている。新旧関係は5号住居跡より古いと思われ、7号住居跡とは竈の残り具合から本住

居跡が古いと思われる。

　住居の形状は長方形を呈し・長軸（東西方向）約4m、短軸（南北方向）約2．6m、床面

までの掘り込みは約20cm程を測る。住居跡の主軸方向はN－930－Eを測る。床面は平坦

で遺物は少ない。床面積は約8．22㎡を測る。ピット・壁溝は確認されなかった己

　竈は東壁側に位置すると思われるが、7号竈と重複し形状は不明であるd

　遺物は土師器片を検出している。

7号住居跡（第6・7図、図版2）
　調査区の南壁寄りM－10グリッドに位置する。確認面は耕作面より50cm程掘り込んで確

認された。覆土は褐色砂質土が堆積している。6号住居跡と一部重複している。新旧関係

は本住居が新しいと馬われる。

　住居の形状は東西に細長い隅丸方形で長軸（東西方向）約3．2m、短軸（南北方向）約

2．3mを測り、北西隅は不整形である。床面までの掘り込みは14“m程を測る。住居跡の主軸

方向はN－87。一Eを測る。F床面は平坦で遺物は少ない。壁溝は確認されなかった。竈付

近にピット状の掘り込みが見．られた。

一5一



　竈は西壁側に位置し6号住居跡と重複している。形状は楕円形で全長約85cmを測る。残

りは良くなく竈の形態を成していない。主軸方向は不明である。

　遺物は土師器片を数点検出している。

8号住居跡（第8・9図、図版2）
　調査区の東壁寄りM－11～12、N－11～12グリッドに位置する。確認面は耕作面より50

cm程掘り込んで確認された。W－6・7号とD－52と一部重複している。

　住居の形状は隅丸方形で長軸（東西方向）約2．9m、短軸（南北方向）約2．5mを測る。床

面までの掘り込みは約6cmを測る。住居跡の主軸方向はN－60。一E方向と思われる。床

面は平坦でW－7の痕跡を僅かに残す。ピット・壁溝は確認されなかった。

　竈は東壁側に位置し全長約85c皿を測り、竈の主軸方向はN－760－Eを測る。竈の残り

は良くなく形態が僅かに残』る程度である。竈の覆土は褐色、暗褐色砂質土が堆積してい

る。遺物は土師器、須恵器片を検出している。

9号住居跡（第10・11図、図版2）

　調査区の北壁側J－8～9、K－8～9グリッドに位置する。確認面は耕作面より50cm

程掘り込んで確認された。覆土は暗褐色砂質土が堆積している。W－8・9、D－37・

53、P－30の一部とP－31と重複している。

　住居跡の形状は長方形を呈し長軸（東西向方）約4．7m、短軸（南北方向）約2．9mを測

る。西壁側は10号住居跡と重複しているが範囲は明確にできない。床面までの掘り込みは

約12cm程を測る。住居跡の主軸方向はN－850－Eを測る。床面は平坦で遺物を多数出土

している。床面積は約7．94㎡を測る。壁溝は確認されなかった。住居跡か溝に伴うと思わ

れるP－31と他に一部重複しているP－30、D－37・53、W－8・9等が確認されている。

　竈は南壁やや東寄りに位置する。全長約90cm・焚口幅約60cmを測る。竈の主軸方向は

N－176。一Eを測る。覆土は焼土粒、炭化物を含む灰褐色砂質土が堆積している。残り

はよくない。遺物は土師器片や須恵器片などを多数検出している。

10号住居跡（第10・11図、図版2）
　調査区の北壁側K－9グリッドに位置する。確認面は耕作面より47cm程掘り込んで確認

された。覆土は褐色、灰褐色砂質土が堆積している。9号住居跡W－8・9号と重複す

る。住居跡の形状は重複によりはっきりしないが竈範囲だけが検出できた。

　竈は東壁側に位置し全長約190cm、焚口幅70cm、燃焼部長110cm、煙道部長80cmを測

り、煙道部の立ち上がり角度はほぼ垂直気味に作られている。竈の主軸はN一一94。一Eで

ある。覆土は焼土、炭化物を含む灰褐色砂質土が堆積している。

　残存状況は竈のみ確認された住居跡で竈の残存状況は比較的よかった。他の遺構との重
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複関係は不明である。

　遺物は土師器片を僅か検出している。

11号住居跡（第12図、図版2）
　調査区の南壁寄りJ－5～6グリッドに位置する。小トレンチ掘りにより確認した。確

認面は耕作面より52cm程掘り込んでいる。覆土は褐色砂質土が堆積しいる。東壁側は調査

区域外のため全体は確認できなかった。

　住居跡の形状ははっきりしないが西壁側はなだらかな落ち込みによって切られている。

床面での掘り込みは確認面から約32cmを測る。床面は平坦で中央付近に炭化物範囲が見ら

れ土師器、須恵器片を検出している。

（2）　溝　遺　構

1号溝　（第14・23図、図版4）

　C－2～3、D－2～5、E－4～8、F－6～7グリッドに位置する。

　形状は調査範囲で全長約22m、幅約3．6m、深さ約1．2mを測り南東から北西方向に高

低差を10cm程持ってのびる。断面形は緩やかな放物線形に立ち上がる。

　遣物は確認面で砥石1点を検出している。

2号溝　（第14・23図、図版4）

　B－5、C－5、D－6～7グリッドに位置する。C－5グリッドでL字状に曲る。途

中D－5、D‘11、D－51の土坑によって切られ、東側の落ち込みに緯いている。

　形状は調査範囲で全長約12．5m、幅約30cm一、深さ16cmを測る。高低差は北側と東側

ではほとんど差億ない。断面形は梯形である。

　遺物はわずかに土師器片を検出している。

3号溝　（第14・23図、図版4）

　C－4～5、D－5グリッドに位置し、S字状にのび西側はD－2、東側はD－51に接

、して途切れている。

　形状は調査範囲で全長約7。4m、幅30cm～40cm、深さqcm程を測り、高低差はほとんど・

ない。断面形はやや梯形を呈している。

　遺物は出土していない。

4号溝　（第14・23図、図版4）

　G－1～2、H－1～3、1－2～3グリッドに位置する。溝は途中H－2グリットで

ピットP－12・28と土坑D－23・43が重複し、1一一3グリットの土坑D－41まで伸て確認
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されている。新旧関係は不明。溝の形状は調査範囲で全長約11．2m、幅約70～80cm、確

認面から底の深さは北西側（A－A’）約26cm、南東側（C－C’）約40cmを測る。溝底の高低差はC－

C’側（H雷86．650m）からA－A’側（H＝86．450m）への約14cm（河床勾配i＝8．2％）を測る。断面

形はやや梯形を呈している。

　遺物は土師器片を数点検出している。

5号溝　（第14・15・23図、図版4）

　K－7～13、L－7～12グリッドに位置する。トレンチ試掘によって形状範囲を確認し

たもので全長約18．5m、幅は東側で約120cm、西側で約200cmを測る。確認面から溝の深さ

は、西側（ArAg）約55cm・東側（C－C’）約36cmを測る・溝底の高低差は東側C－C’（H＝86・550m）

から西側A－A’（H＝86．350m）へ約15cm（河床勾配i＝8．1％）を測る。断面形はおおむね放物

線形を呈している。

　遺物は土師器、須恵器片を検出している。

6号溝（第9・15・23図）

　M－11、N－11グリッドに位置する。8号住居跡と重複している。新旧関係は不明。形

状は調査範囲で全長約3．9m、幅は北西側で60cm程、南東側で幅40cm程を測る。

確認面から溝の深さは、北西側（A－A’）約34cm・南東側約10cmを測る。溝底の高低差は東側

（H＝86．740m）から北西側A－A’（H＝86．500m）へ約24cm（河床勾配i＝61．5％）を測る。断面

形はやや梯形を呈している。

　遺物は出土していない。

7号溝（第9・23図）
　M－11グリッドに位置する。H－8号住居跡セクションによって一部を確認した。形状

は幅が50cm、深さ6cm程を測る。断面形はおおむね梯形を呈する。

　遺物は出土．していない。

8号溝（第15・23図）

　K－9グリッドに位置する。H一・10号住居跡と重複しW－5・9号溝と並走して確認さ

れている。形状は幅約1．4m、深さ約40cm、長さ不明。10号住居跡との新旧は不明である。

　遺物は出土していない。

9号溝（第15・23図）

　K－9グリッドに位置する。H：一8・9号住居跡と重複し、W一・5・8号溝と並走して

確認されている　形状は幅約1．3mで、深さ約45cm、長さは不明。住居跡との新旧は不

明。遺物は出土していない。
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（3）　井　戸　跡

1号井戸（第13図、図版3）
　D－8グリッドに位置する。耕作面から確認面まで58cm程掘り込んで確認した。遺構

の大部分は調査区域外にある。

　形状は二験に落ち込みが見られる。一段目はなだらかに30“m落ち込んで数個の石が検出

され二段目の落ち込みには多数の石が投げ込まれたような形で検出された。径は不明だが

深さは確認面より55cm程を測り、円形の井戸と思われる。

　覆土は褐色砂質層とラミナ状の砂層で埋まっている。遺構全体は不明である。

　遺物は石の他は検出していない。

2号井戸（第13図、図版3）
　L－11～12、駈一11～12グリッドに位置し、耕作面から確認面まで45cm程排土して確

認された。形状は確認面で直径が東西約3．5m・南北約3．2mのおおむね円形状・深さ約75cm

を測る播鉢状を呈し、中央部の落ち込みが径約65cm、深さ70cm程を測り湧水溜め部分が掘

り込まれている。覆土は褐色砂質土で埋まっており中央部の掘り込みは砂礫で埋まってい

る。遺物は土師器、須恵器破片など多数を検出している。、

（4）　土　坑

出土遺物について

　　土師器の破片を検出した土坑

　　　　　　　D－7・8・10・13・16・19・20・21・22・23・26・31・32・34・40

　　土師器、須恵器の破片を検出した土坑

　　　　　　　D－27・35・37・38φ41・43・44

土坑一覧表その1 （　）は推定を表す

土　坑

ナンバー

遺構位置
　（グリフド）

形状寸法（cm）
重　複 備　考

長径×短径 深 形状 底　面

1 B－4 195×130 20 楕円 平　坦

2 C－3・4 138×98 32 〃 〃 W－3と接する』

3 C－3・4 136×133 20 円 〃

4 C－4
D－4

115×100 12 楕円 〃
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土坑一覧表その2 （　）は推定を表す

土　坑

ナソバー

遺構位置
　（グリッド）

形状寸法（cm） 重　複 備　考
長径×短径 深 形状 底　面

5 B－5
C－5

108×94 25 円 〃

6 C－5 56×52 30 楕円 中央と東壁
側に一段下
がった掘込
み有り

7 D－5 100×96 12 円 平　坦

8 C－5・6 130× 32 〃 平坦、中央
に窪み有り D－47

D－48
新旧関係不明

9 C－6 120×120 15’ 〃 平　坦 D－10
D－46

D－9　→D－10・→》D－

46の順に新しい
と思われる

10 C－6 95× 12 〃 〃 D－9
D－46

D－9より古く、
D－46より新しい
と思われる

11 D－6 124× 15 〃 平坦、中央
に2ケ所の
窪み有り

D－12
W－2

D－12より古く
W－2より新し
い

12 D－6 84×80 34 〃 平　坦 D－11
D－51
W－2

D－11、W－2
より新しくD－
51より古い

13 C』7 110×104 22 〃 〃

14 D－7 120×110 16 〃 〃

15 D－6 86×82 24 〃 〃

16 G－1 90×72 30 〃 平坦中央に
窪み有り

17 G－1・2 80×68 13 〃 西側より東
側へ緩やか
に傾斜する

18 G－1
H－1

120×105 35 楕円 番　坦、東壁
　に窪み有
り

19 H－1 120×113 40 円 東側に一段
下る円形の
掘込み有り

20 H－0・1
1－1

156×135 30 楕円 平　坦

21 G－2 85×78 20 円、 〃

22 G－2 90×87 23 〃 放物線形
23 H－2 132×115 16 〃 平　坦
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土坑一覧表その3 （　〉は推定を表す

土　坑

ナンバー

遺構位置
　（グリッド）

形状寸法（cm） 重　複 備　考
長径×短径 深 形状 底　面

24 H－2 80×72 10 〃 平坦、西壁
側に窪み有

25 H－1 90×84 16 〃 二段に落ち
込む D－42 D－42が新しい

と思われる

26 H－2
1－2

141× 26 楕円 東壁側から
なだらかに
落ち込む

D－29 新旧不明

27 H－1
1－1

123× 20 zノ 平　坦 D－28
D－29

〃

28 H－1・2
1－1・2

106× 18 〃 〃 D－27
D－29

’　〃

29 、卜i・2 140× 40 〃 〃 D－26
D－27
D－28

〃

30 H－2・3 130×127 20 円 〃

31 H－3 113×95 26 〃 〃

32 1＿2』 120× 28 〃 〃 D－50 D－50が新しい
と思われる

33 H－3
1－3

105×100』 18 〃 平坦、窪み
有り

34 H－3・4
1－3・4

145×135 56 〃 平　坦

35 1－4 106×98 40 ”
，

平坦、凸有
り

36 J－8 85×65 18 楕円 放物線形、
窪み有り

37 J－8 90×80 40 円 平坦、中央
に窪み有り・

38 K－8 135×110 50 楕円 平　坦　’

39 K－9・10 92×92 30 円『 二段に落ち
込み中央が
窪む

40 1－2 80×80 30 楕円 平　坦

41 1－3 92×82 33 円 平　坦

42 H－1 72X 18 円 放物線形 D－25 D－25が古い

43 G－1
H－1・2

200
×（120）

37 楕円 〃 W－4 新旧不明

44 H－0 82× 12 円 平　坦
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土坑一覧表その4 （　）は推定を表す

土　坑

ナソバー

遺構位置
（グリッド）

形状寸法（cm） 重　複 備　考
長径×短径 深 形状 底　面

45 H－0 104× 13 〃 平　坦

46 C－6 132× 10 〃 〃 D－9
D－10

D－9→D－10
の順に新しいと
1
思 われる

47 C－5・6 （104）

　×（92）

20 〃 〃 D
． 一6

D－8
D－48

H－1住居範囲
に位置してい
る、新旧不明

48 C－5’・6 （98）× 16 〃 〃 D－8
D－47

新旧不明

49 H－0　． （108）× 44 〃 〃

50 1－2 106×100 34 円 〃 D－32 D－32が古い

51 C－5・6
D－5・6

120×110 45 〃 〃 D－12
W－2・3

W－1・2、D
－12より新しい
と思われる

52 1－2 102×100 45 〃 放物線形
53 J－9 100×（98） 30 〃 平　坦

（5）　ピッ　ト

遺構について

　ピットの間隔等から掘立柱建物遺構との関連性は少ないものと考えられる。

出土遺物にっいて

　土師器、須恵器の破片を検出しているピット　P－10・13・15’・16・17・19

ピットー覧表その1 単位cm．　（　）は推定を表す

N　　o 遺構位置 長径×短径 深 形状 備　考

1 G－1 26×18 28 円 底部東壁側に掘り込みあり

2 G－1 54×43 50 〃 底部一段下がった掘り込みあり

3 H－1 25×24 23 〃 底部平坦

4 H－1 30×24 15 〃 底部西壁側に掘り込みあり

5 H－1 30×27 22 〃 底部丸味を持っ一

6 H－1 27×23 22 〃 底部丸味を持つ
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ピットー覧表その2 単位cm．　（　）推定を表す

N　　o 遺構位置 長径×短径 深 形状 備　考

7 H－1 30×30 40 円 掘り込み中間よりV型に細くなる

8 1－1 28×23 33 〃 東壁側に段差あり

9 1－1 27×24 22 〃 底部平坦

10 1－1 40×30 24 〃 底部平坦

11 H－2 28×23 33 〃 東壁側に段差あり

12 H－2 28×25 55 〃 掘り込み中間よりやや細くなる

13 1－2 40×30 41 〃 U字型に掘り込まれている

14 1－2 36×32 18 〃 掘り込み放物線形

15 1－2 50×47 43 〃 底部平坦

16 1』4 55×46 32 〃 底部平坦

17 1－4 42×37 30 〃 底部平坦

18 K－8 51×44 30 〃 東壁側わずかに掘り込みあり

19 L－8 56×50 33 〃 底部平坦

20 L－8 57×46 6 〃 口径に比べ掘り込みが浅い

21 L－9 64×63 19 〃 底部平坦

22 L－9 60×60 12 〃 口径に比べ掘り込みが浅い

23 L－10 60×53 17 〃 底部放物線形

24 L－10 53×53 18 〃 底部平坦

25 L－10・11 46×39 20 〃 底部平坦

’26 K－10 48×40 25 〃 東壁側より窪みながら落込む

27 L－11 58×50 10 〃 浅い掘り込み、東壁側に掘り込みあり

28 H－2 36×29 ．36 楕円 底部U字形、D－23と接している

29 H－2 40×32 30 円 東西壁側掘り込みあり

30 K－9 28×（27〉 32 円 底部中央に掘り込み、H－9住居にか
かっている

31 K－9 38×31 20 〃 東壁側がやや窪むH－9住居にともな
うものか不明
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　　　　　　　　　　　　　　第4章　　まとめ

　本遺跡は、赤城山南麓に広がる広瀬川低地帯の沖積地に位置し、広瀬川の氾濫によって形成さ

れたと考えられる微高地上に存在する。耕作土から1．6～1．7mで砂礫層に達する。砂層の中には、

B軽石を含む褐色土が含まれている。

　調査区からは、氾濫によって埋没したと思われる平安時代の住居跡11軒（ほぼ完全住居3軒、

一部不明住居7軒、範囲のみ確認1軒）、溝9条（一部範囲のみ3条）、井戸跡2箇所、土坑53箇

所、ピット31箇所が確認された。

（1）住居跡

　調査区全体で11軒確認されたが重複や撹乱等により遺存状態が悪く、完掘できた住居は3軒で

ある。他は一一部不明や範囲を確認したものである。

　遺物は1号・3号・8号・9号・11号住居跡に見られ、土師器の「コ」の字状口縁を持っ甕片や、

土師質土器の圷で底部が平底で、体部が緩やかに轡曲するものや、内面黒色処理を施した境など．

9世紀から10世紀代にかけての遺物等が検出でき、この時期の住居跡と思われる。

（2）溝

　全体で9条の溝が確認されたが、時期を決める遺物が出土していない。覆土から中世以降の溝と

考えられる。

　1号溝は、土地改良事業等によって埋没したものと考えられる溝である・

（3）井戸

　1号・2号井戸跡が確認された。1号井戸は一部調査区外のため全体を確認していない。遺物は

土師器片1点を検出ているが構築時期等を決めるものはなかった。2号井戸は播鉢状の断面形を呈

し底部中央部に円筒状の掘り込みを持っ形状である。出土遺物に土師器片、須恵器片、砥石など

の他に近世～近代の遣物も検出している。構築時期は不明である。

（4）土坑

　全体で53箇所の土坑を確認した。平面形は、円形状の物がほとんどで、二重三重に重複した土

坑も確認している。長径は100～120cmで、深さは20～30cmとやや浅い物が多いい。用途は不

明である。

（5）ピット

　全体で31箇所のピットを確認した。溝・土坑・住居跡等に付随するものか、屋敷跡等が存在す

るか、明確にするものがなくピットとして記載した。

一14一
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　全体に平安時代の遺構が中心と思われるが、不明な点が多い。周辺には、貴重な文化財等が残

されているが、付近での調査が少なく今後の調査資料に期待をしたい。

参考文献

　清里・陣場遺跡　　1981　（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

　中尾遺跡（遺物編）　1984　（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

　芳賀東部団地遺跡H1988　前橋市教育委員会
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出土遺物観察表

　　　　　註：法量①口径②底径③高台径④器高⑤長⑥幅⑦厚をcm、⑧重はgで表し、　（）は推定値を示す。

NO 出土場所 積　　類 法　　量 胎土焼成 色調 器形・成形・整形の特徴 遺存備考 既
1 H－1－1 土師器圷 ①（16．6）④4．1 普通・酸化 榿 体部は内轡して立ち上がる。口縁部は内外面横ナデ◎ 小片 5

2 H－3加 土師器甕 ①（19．8） 密・酸化 明褐 口縁部は「コjの字状を呈す。頸部はヘラ圧痕明瞭、肩部横

位のヘラ削り、口縁部内面ナデ。

口～肩部

％残 5

3 H－5－1 土師質圷 ①（12．7）②6．3

④3．8

普通・還元 灰褐 底部は上底、体部は外傾して立ち上がる。ロクロ整形、底部

回転糸切り未調整。

口縁部一

部欠損 5

4 H－7－1 土師質圷 ①（11．0）②（5．3）

④3．9

普通・還元 明褐 底部は平底。体部は直線的に外傾する。体部内外面ナデ、底

部回転糸切り未調整。

％残

5

5 騒一8－1 土師質圷 ①（12．5）②（6．3）

④4．1

普通・酸化 鈍い黄

褐

底部は上底。体部は緩やかに轡曲する。体部内外面ナデ、底

部回転糸切り未調整。

％残

5

6 H－8－2 土師質圷 ①10．6②5．5

④3．2

普通・酸化 灰褐 底部は平底。体部は緩やかに轡曲し口縁部で外反する。ロク

ロ整形、底部回転糸切り未調整。
鋤

5
7 H－8－3 土師質圷 ①（10．2）②5．0

④3．1

普通・還元 浅黄 底部は平底o体部は緩やかに轡曲し口縁部で外反する。体部

外面ナデ、底部回転糸切り未調整◎

ほぼ完形

5

8 H－9－1 土師器圷 ①（15．6）③（9．4）

④5．1

密・酸化 鈍い榿 底部は平底。体部は丸みを持って立ち上がり口縁部に沈線を

なす。体部外面ロクロ整形、内面黒色。

％残

5
9 H－11－1 土師器甕 ①19．6 密・酸化 明赤褐 口縁部は「コ」の字状を呈す。口唇部は内側に沈線をなす。

口縁部外面横ナデ、肩部にヘラ圧痕、内面ヘラナデ。

口縁～肩

部％残 6
10 W－1－1 鵬 ⑤4．9⑥2．7⑦2．3

⑧57．37

三面使用、表面平滑化。石質は粘板岩。

6
11 W－4

一括

邸 ⑤8．5⑥2．8⑦1．0

⑧38．75

三面使用。石質は粘板岩。

6
12 卜2一括

　1

鵬 ⑤5．5⑥2．7⑦2．6

⑧74．50

四面使用、長方形。石質は粘板岩◎

6
13 1－2」括

　2

鵬 ⑤4．0⑥2．6⑦1，6

⑧35．21

三角面使用。裏面は縦位の条線を認む。石質は粘板岩。

6
14 1－3ク㌧1 砥石 ⑤8．0、⑥3．2⑦2．0

⑧89．02

四面使用、表面平滑化。石質は粘板岩。

6
15 M－10ク㌧1 燵 ⑤4．8一⑥1．9

⑧15．76　．

密・酸化 褐 穿孔径0．5cm 一部欠損

6
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灰褐色砂質層

灰褐色砂質層　1酸化している。

褐色砂質層　　軽石を含む。

褐色砂質層　　軽石と粗砂を含む。

暗褐色砂質層　　細砂を含む。
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遺構実測図 2
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（H－3・4南壁）
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2 3
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軽石を含み、酸化している。
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締りがある。軽石、炭化物、微砂を含む。
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褐色砂質層　　黄褐色微砂を含む。
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1　黄褐色砂質層　　炭化物を含む。

1
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　　　土層注記（H－7竈）

暗褐色砂質層　　締まりがあり、粗砂を含む。

灰褐色砂質層　　細砂と僅かに焼土を含む。

黄褐色砂質層　　粗砂を含む。

黄褐色砂質層

灰褐色砂質層

黄褐色微砂プロック
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遺構実測図　3

陵

△．

も

H－5

　！

◎9i

　　　H－6
　1　　　．一・

1

　　　　．＿1

●＠

！Q

OQ）

⊂）、

　　㊤1俺
　　　1㊥
　　　、

H－7

A　87．10m

一㎝へ　一1

1。

1　　　1　　1

．△’

5

　1　　　　1　　1　　　　ユ
ーヰー一　　　　1

一一一一ロー一
　　　　　2

、△：

1 1
一ロー一

り Q つ

浮』23 236一一樽 6
2 3 2　3 2 3　　2

H－5 H－6 H－7

≦B．． 87．00m2　1　　　8 2 ．旦’ 皇』87．00m．3
1 、⊆

6 1　　2 1
s 3 7　　　3　2

3 2　H－7　3　　4
H－5・6

iチ輯注言己（H－5●6●17）

褐色砂質層

褐色砂質層

褐色砂質層

灰褐色砂質層

褐色砂質層

褐色砂質層

暗褐色微砂層

灰褐色砂質層

判1砂’、B軽石、F・Pを含む。

軽石と細砂を含む。

微砂を含む。

粗砂を含む。

軽石、細砂を含む。

軽石と僅かに炭化物を含む。
O

　　土層注記（H－7）
暗褐色砂質層　　軽石と粗砂を含む。

暗褐色砂質層　　微砂と僅かに軽石を含む。

暗渇色砂質層　　競褐色微砂を含む。

黄褐色微砂層

1一／60 2m

細砂を含む。
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軽石と微砂を含み、僅かに焼『Lを含む。

僅かに軽石と炭化物を含む。

細砂を含み、サラサラしている。
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遺構実測図4
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遺構実測図5
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遺構実測図6
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9 9
3　　2

4 5
8 6

礫部分

7

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

　　　二【二層注言己　（1－2）

灰褐色砂質層

褐色砂質層

褐色砂質層

褐色砂質層

暗褐色砂質層

褐色砂質層

暗褐色砂質層

褐色砂質層

褐色砂質層

暗褐色砂質層

0．5～LOcmの軽石と粗砂を含み、締まりがある。

0．5～1．Ocmの細砂を含み、サラサラしている。

細砂を含み、サラサラしている。

微砂を含む。・

粘性がややあり、微砂を含む。

微砂を含み、サラサラしている。

細砂を含み、締まりがある。

軽石と粗砂を含む。

第13図 1号・12号井戸跡実測図
0 1／60 2m
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W－1（A）
A　87．80m

A，

1

3 2
2

12 12 13

4
3

8
7

カクラン
　　　　8

9

5 13

15 S 14 5

6
15

4
3 15 6

7

一
一一8

9

W－1（B）
S ⑲一S．

10

B　87．20m

11

B’

￥

、 2 2
12

￥　　6 13
2 4

6

5　14 14

S＼6

／
10

．・：∫S15

W－2（A）
A87．10m A’

耕作土

琶ア3

15

5

6

11
6　　15

15 15

W－2（B）
B87．10m、甘

▽

1
2
3

7

W－2（C）
C8乳10m　C，

u　　　土層注記（W－2・13）

1　灰褐色砂質層　　軽石を含み、上部は酸化している。

　　土層注記（W－2・A）

灰褐色砂質層　　軽石を含む。

灰褐色砂質層　　所々軽石と細砂を含む。　　1

褐色砂質層　　軽石と微砂を含む。

　　土層注記（W－2・C）

灰褐色砂質層　　軽石を含む。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11

12

13

14

15

耕

灰褐色砂質層
灰褐色砂質不透水層

灰褐色細砂層

褐色微砂層
暗褐色細砂層
暗褐色微砂層

褐色微砂層
褐色細砂層
礫層（川底）
暗褐色微砂層
1・2の撹乱

2。3の撹乱

3・4の撹乱

砂

W－4（A）
A　　87．30m　　A’

　　耕作土

一一一一一一一一r＝二＿1

2
3

土層注記（W－1。A・B）

作　　土
粘性はなく、サラサラしている。

僅かにB軽石を含み、酸化している。

粘性はなく、硬く締まっている。

粘性はなく、硬く締まっている。

粘性はなく、硬く締まっている。

粘性はなく、硬く締まっている。

粘性はなく、硬く締まっている。

粘性はなく、締まりがない。

1cm～15cmまでの礫と、川石が点在する。

　層

W－4（B）
B87．20而

1 D－43

W－3（A）
A　87．20m　A，

▽

W－3（B）
B8720mIy

1

　　　土層注記（W－3・A）
1　灰褐色砂質層　　軽石と微砂を含む。

W－5（A）
A　87．00m

マ1

　　　　f層注記（W－3。B）

1　灰褐色砂質層　　軽石と微砂を含む。

W－4

ぢ

C

（C）

87．10m

　　　　　　地山

　　　　土層注記（W－4・A）
1　灰褐色砂質層　　軽石を含み、全体に酸化している。

2　灰褐色砂質層　　軽石を含む。

3　褐色砂質層　　微砂を含む。
C’

A’

1，

2 工

2
3

　　　土層注記（W－4・B）

褐色砂質層　　軽石と細砂を含む。

黄褐色砂質層　　微砂を含む。

臼暗褐色微砂層

2
4

　　　　土層注記（W－4・C）

1　灰褐色砂質層　　軽石を含む。

2　黄褐色微砂層

1

5
4

3

W－5（B）
B8ケ．00m 2

B’

1
2
3
4

1
2．

3
4
5
6

土層注記（W－5・A）

灰褐色砂質層

暗褐色砂質層

褐色砂質層

褐色砂質層

締まりがあり～軽石を含む。

締まりがあり，～軽石と粗砂を含む。

僅かに軽石と炭化物を含む。，

軽石と粗砂を含む。

地山

1
3
6 4

W－5（C）
C　87．60m

4 5

N
6

2

C’

1

2 3

4

1
2
3
4
5
6

土層注記（W－5・B）

灰褐色砂質層

灰褐色砂質層

暗褐色砂質層

褐色砂質層

褐色砂質層

褐色砂質層

耕　作

灰褐色砂質層

赤褐色砂質層

暗褐色砂質層

暗褐色砂質層

褐色砂質層・

締まりがあり、軽石を含む。

粗砂を含み、所々酸化している。

僅かに軽石を含み、細砂も含む。

軽石と粗砂を含む。

軽石と黄褐色微砂を含む。

軽石と黄褐色微砂を含む。

土層淀記（W－5・C）

土

酸化している。

軽石を含み、所々酸化している。

締まりがあり、軽石と粗砂を含む。

締まりがややあり、粗砂を含む。

粘性がややあり、微砂を含む。

5

6 0 1／60 2m

第14図 1～5号溝跡実測図
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W－5・8・9
S　P－S　87．10m

1

32‘一N

1 2 1

43載
3

6
1 5 7

2
　　3

4
地山

4
7 8　　3 5

W一’6

　　　A　　87．10m

3

1

2

地山

A’

W－5

　　　　　土層注記（W－6）
1　暗褐色砂質層　　軽石と粗砂を含む。

2　暗褐色砂質層　　粗砂を含む。

3　暗褐色砂質層　　細砂と黄褐色微砂を含む。

1
2
3
4
5
6
7
8

土層注記（W－5）

灰褐色砂質層

灰褐色砂質層

灰褐色砂質層

黄褐色砂質層

灰褐色砂質層

灰褐色砂質層

黄褐色砂質層

暗褐色砂質層

0

W－8

粗砂と軽・石を含む。

軽石と細砂を含む。

粗砂を含む。（ラミナ状の砂層）

微砂を含む。

黄褐色微砂を含む。

微砂を含み、サラサラしている。

（ラミナ状の砂層）

細砂を含む。

口／60

1
2
3
4
5
6
7

W－9

土層注記（W－8）

灰褐色砂質層

黄褐色砂質層’

黄褐色砂質層

黄褐色砂質層

黄褐色砂質層

灰褐色砂質層

灰褐色砂質層

2m

軽石と粗砂を含む。

軽石と粗砂を含む。

炭化物と軽石を含む。

細砂を含む。

微砂を含む。

粗砂を含む。

細砂を含む。

　　　　　　　　　　土層注記（W－9）

　　　　　1　灰褐色砂質層　　軽石と粗砂を含む。

　　　　　2　褐色砂質層　　軽石と粗砂を含む。

　　　　　3　灰褐色砂質層　　軽石と焼土粒を僅かに含む。

　　　　　4　灰褐色砂質層　　軽石と僅かに炭化物を含む。

　　　　　5　黄褐色砂質層　　細砂を含む。

第15図 5～6号・8号。9号溝跡実測図

D－1 D－2

87．10m

87．20m

／

1
2

D－3

87。20m

1

1

　　　　　土層注記（D－1）

1　灰褐色砂質層　　粘性が余りなく、軽石と粗砂を含み、所々酸化している。

　　　　　土層注言己　（D－2）

1　灰褐色砂質層　　軽石を含み、所々酸化している。

2　褐色砂質層　　粘性がややあリ、軽石と細砂を含む。

　　　　　土層注記（D－3）

1　灰褐色砂質層　　粘性が余りなく、軽石と粗砂を含み、所々酸化している。

D－4

＿．87。20m

＼

　　　　　　　　　　1

　　　　　土層注記（D－4）

1　灰褐色砂質層　　軽石と所々細砂を含む。 1
2

第16

D－5 D－7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　W－2

　　　　　　　　一・　乙！一　　　　一一　　　一｝
　　　　　　　　　　　　　　　ノ”7

　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　　　　　　　8τ2。m

　　　　　　　　　　　87．10m

　　　　　　　　　　　　　　　1　　　』W－2　　　　　　　　2

　　　　　　　　　　　　　　　　2
　　　土層注言己（D－5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土層注言己（D－7）

灰褐色砂質層　　軽石を含み、所々酸化している。　1　灰褐色砂質層　　粘性が余りなく・軽石と粗砂を含み・所々酸化している。

褐色砂質層　　粘性がややあリ、軽石と細砂を含む。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　I／60－　　　　　　　2m

　　図　　ユ～5・7号土坑実測図

1
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D－6

C

D－9’

A

　D－8　D－47
慨D－6／

　　　　0
　　迫．

　　　　　＼7・

　　　o’辺一47一ぜ
　　　　＼1　、、、ノ
　　　　／＼　、　　》
　　　！　＼」，1＼
D＿81　1　．豆
　　　’
　　　1　／D－48
　　　1　／
　　　　　／　　　、　ノ

D－10　　　D－46

＼⑨
　　　　　’＼

　　　D－46

A87．20m

働／

D－9
D－10

　　　　　　1　　　2　　 1

　　　　　　　　3　　　4

　　　　・劇覧

　　　　　　　3
　　　土層注記（D－9，10）
1　灰褐色砂質層　　軽石を含み所々酸化している。

2　褐色砂質層　 軽石を含む。

3　暗褐色砂質層　　軽石を含む。

4褐色砂質層軽石を含み施酸化している・

　　　土層注記（D－46）
1　灰褐色砂質層　　軽石を含む。

2　灰褐色砂質層　　軽石と粗砂を含む。

D－13

　D－48　　　　　　　　　　　　　・i二層注記（D－6）
　　　　　　　　　　　　　　　　　1　灰褐色砂質層　　軽石を含み、所々酸化している。
　　　　A　・87．20m　　　Al　　　　　　　　　2　褐色砂質層　　軽石を含む。

　　　　　　　2　　　　　　　ノー　　　　　　　　　　　　　　　　3　明褐色砂質層　　細砂を含む。
　　　　3　 3　1

　　　　　　　　2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土r層注言己（D－47）
　　　　　　　　　　　　　，　　・㈱色頒層軽石と醜色齢7ロツクを含む・
　　　　旦87・10m　　l．旦　　2暗褐色噸層価胎む．

　　　　　　　2

　C　　87．20m　－　　　　　　　　　　　　　C’

　　　　　　　　￥　　1　　　　　　1　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　土層注言己（D－8）

　　　　　　　　　　　　　1　灰褐色砂質層　　上部は酸化を帯びる。軽石を含み所々酸化している。

　　　　　　　　　　　　　　　　土層注記（D－48〉
　　　　　　　　　　　　　1　灰褐色砂質層　　上部は酸化を帯びる・軽石を含み所々酸化している・

　　D－11　　D－12
　　　　　　　　　　　D－51　　　△．87．20m　　　　、」ぎ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　2　　1

　　　　　　　　　W－3　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B　87．20m　　　B

　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　、
　　　　　c　、！l　llσ　　　　　　2
　　　　－1＼P－51111’一

五
尊

hll必／～一、’一ぜ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　11　　　　　　　　4　　　5　　　　　　D－12　　11

パ　　’卸　　 6

’一　　　　　　　　　　 D－11　　　　　　　　土層注記（D－51）

　　　　　　　　　　　11　μ　　　　　　　　　　　l　l　　ll　　　　　　　　1　灰褐色砂質層　　締まりがあり、軽石と粗砂を含む。

　　　　　　　　　　　1　8　　　2褐色砂質層軽石と細砂を含軌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　褐色砂質層　　細砂を含む。
　　　　　　　　　　　　　　’艶　　4暗褐色砂質層微砂を含む．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　暗褐色砂質層　　所々黄褐色微砂を含む。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　暗褐色砂質層　　粘性がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土層注記（D－12）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　灰褐色砂質層　　軽石を含み、所々酸化している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　暗褐色砂質層　　軽石を含む。
　　　　　　土層注記（D－11）
　　　1　暗褐色砂質層　　軽石を含み、所々酸化して！・る。

　　　2　灰褐色砂質層　　軽石を含む。

　　　3　明褐色砂質層　　細砂を含む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　D－15．

87．20m

1

　　　土層注言己（D－13）

1　灰褐色砂質層　　上部は酸化している。軽石を含む。

　　　　　　　　　　第17図

　　D－14
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0雪2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　87．20m　　　　　．＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

　　　＿．　8720m　　　　　　・一　　　　　　　　　　土層注記（D－15）

　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　1　灰褐色砂質層　　軽石を含み、上部は酸化している。

　　　　　　　　　　　　　　　　2　褐色砂質層　　軽石を含む。

　　　土層注記（D－14）
1褐色砂質層軽石を含み、上部は酸化している．　一m

6～15・46～48・51．』肚坑実測図
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D－16

○

D－17

／
D－18

イ＋一

○

D－19

Q

87。20m　1 87．20m1
87．20m

2
87．20m

2 2 1
確認部分 2

1
2

　　　土層注記（D－16）

1　灰褐色砂質層　　軽石を含み、所々酸化している。

2　黄褐色砂質層　　微砂を含む。

　　土層注記（D－17）
灰褐色砂質層　　軽石を含み、所々酸化している。

黄褐色砂質層　　微砂を含む。

　　　土層注記（D－18）　　　　　　　　　　　　　　　　　土層注記（D－19）・

1　灰褐色砂質層　　軽石を含み、所々酸化している。　1　灰掲色砂質層　　軽石を含み・所々酸化している。

2　灰褐色砂質層　　細砂を含む。　　『　　　　　　　2　掲色砂質層　　細砂を含む。

D－20 D－21

／
D－22

炭化物分布

㌘ア
　〃・

87．20m 87．20m

87．20m 1
3

2

21
1

庚

地山

　　　土層注記（D－20）

1　灰褐色砂質層　　軽石を含み、所々酸化している。

1
2
3

　　土層注記（D－21）
灰褐色砂質層　　軽石を含み、所々酸化している。

褐色砂質層　　軽石を含む。　’

黄褐色細砂ブロック

　　土層注言己（D－22）

灰褐色砂質層　　軽石を含み、所々酸化している。

褐色砂質層　　細砂と炭化物を含む。

D－23 P－28 D－24 D－42 D－25

＼
D－23
o

D－42
D－25

P－28＼
87．20m

87．20m

1

　　　土層注記（D－23）

1　灰褐色砂質層　　軽石を含み、所々酸化している。

87．10m

▽

　　　土層注記（D－24）

1　灰褐色砂質層　　軽石を含み、所々酸化している。

87．20m 1

1

地山

　　　土層之主言己　（D－42）

1　灰褐色砂質層　　軽石を含み、所々駿化している。

　　　土層注記（D－25）

1　灰褐色砂質層　　軽石を含み、所々酸化している。

　　　土層注記（pit28）

1　灰褐色砂質層　　軽石を含み、所々酸化している。

O 1／60 2m

第18図 16～25・42号土坑・p　i　t28実測図
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D－26

D－27

D－27

＼ゆ

の

D－280
　　Q　　　A

　／！／

D－29

D－28

、

D－29 A87．20m D－26 ．ざ

D－26

2 1

3覧山

B’87．20m D－27 ．旦

．ム
1　　　、　1
2　　　　、D－29　　地山
　　　3、鴫、、

D－28

＼〈9’

1

2
3

上層注言己（D－26，27，28，29）

灰褐色砂質層

褐色砂質層

灰褐色砂質層

軽石を含み、所々酸化している。

軽石を含む。

軽石と細砂を含む。

D－30 D－31 D－32 D－50

08
○
　　○

o

○

go
o

σ

3 1

97・弓Om

3　　3　　　2

87書Om

1 1　2

　　　土層注言己（D－30）
1　灰褐色砂質層　　’軽石を含む。

2　褐色砂質層　　黄褐色細砂を含む。

3　黄褐色細砂プロック

1
2
3

3
2　3

　　土層注言己（D－31）

褐色砂質層　　軽石を含む。

灰褐色砂質層　　黄褐色細砂を含む。

黄褐色細砂ブロック

87．20m

1
　　、　　　1
2
　　　　2

D－32　　D－50

　　土層注記（D－32）
灰褐色砂質層　　軽石を含む孕

褐色砂質層　．軽石と細砂を含む。

　　　土層注記（D－50）
1　灰褐色砂質層　　軽石を含む。

2　褐色砂質層　　軽石と細砂を含む。

D－33

魅
O
Q

D－34

O

　oo　OO
OもO

D－35

○

D－36

⑲・

87．10m
87．10m

1

D－33　　地山

1
2

1

2

　　　　　　　D－34
　　　土層注言己（D－33）

1　褐色砂質層　　軽石を含む。

2　暗褐色砂質層　　黄褐色細砂を所々含む。

　　　土層注記（D－54）

1　褐色砂質層　　軽石を含む。

2　暗褐色砂質層　　所々黄褐色細砂を含む。

第19図

　　　土層注記（D－35）

1　褐色砂質層　　軽石を含む。

2　黄渇色砂質層　　細砂を含む。

0

　　マ　　　　

マ　　　　地山

　　土層注記（D－36）
1　灰褐色砂質層　　軽石を含む。

1／60 2m

26～36・50号土坑実測図
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87．10m

D－38 D－39

◎

1
2
3

87．10m

　2　13 地山 　　　　　　　1
地山
　　　　　　3　　　2

　　　　土層注言己（D－38）

　1　灰褐色砂質層　　軽石を含む。

2　褐色砂質層　　黄褐色細砂を含む。

3　黄褐色細砂層

87。10m

1

D－41

87．10m

　　土層注記（D－37）
褐色砂質層　　軽石を含む。

黄褐色細砂層

褐色砂質層

P－14
D－40

P－14
A
｝隔（ン

B

A’

O　 B’

　　　　D－40
A87．20m　A，

ΨB　87．20m　　．亘

D－43　　　　　　、
　　　、、1、
　　　、￥、、
　　　、／l、
　　　　、　い　、
　　　　、
　　　　、
W－4　、

1

σ

、トレンチ
　　覧　　　　、

　、、　、、
　、1　、￥
　　　　、　、
　　、　　、
　　　　　、　　、￥

　　　￥
　　　、、

　　　、、
　　　　、　　　気、
87．20m

1
2 2

　　　土層河誘己（D－39）

1　掲色砂質層　　軽石を含む。

2　黄褐色細砂層

＼
D－43

￥
￥

￥￥

￥￥

　￥￥
’￥￥

　　　土層注言己（D－41）

1　褐色砂質層　　軽石を含む。

2黄褐色締1砂層

　　　土層注記（D－40）

1　褐色砂質層　　軽石を含む。

D－49　　　、　　　　　　　　　　シ

D－41一、94＼／

　　　　　　　　　　　　　　禿

　　　や

　　　　／ズD－44’疋
　　グ

　　　　土層注記（pit14）
1　褐色砂質層　　軽石と微砂を含む。

1
2
3
4
5
6

1

2
3

　　1　　　　　　　1

　　　　地山

　　上層注記（W－4，D－43）

褐色砂質層　　軽石と細砂を含む。

黄褐色砂質層　　　微砂を含む。

暗褐色微砂層

1

　　　　心D－52

　　　　　‘　　　　　　　D－53
　　　　身へ　　　　一．、
　　　’／1　　　　　　　　1ク’軌救、
　　　lH　　　　　　　　　　　4　　　“　　　“／　　　　　　　　　＿。，　　　、亀．＿
　一一、　　　　　’一
　　　、！

　　　／ン

〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　87．10m　　　　　、＿

　　　　87．10m　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8乳20m　　　　　　．＿
　　一一　 5一＿　　　　　 21　　　　　

一一
　　　　63　　・　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　1
　　　　　　　2
　　　　4
　　　　　　　6
　　土層溢記（D－52）　　　　　　　　土層酉1記（D－53〉　　　『　　　　　　土層注記（D一45）
暗艶砂質層　軽石を鵠　　　　1褐色砂質層軽石と働に炭化物を舗　　　　1艶頒層軽石と灘を鍼
暗褐色砂質層　　　　　軽石と細砂を含む。　　　　　　　2　褐色砂質層　　軽石と粗砂を含む・

灰褐色砂質層　　　　　酸化している。　　　　　　　　　3　灰褐色砂質層　　粘性がややあり、粗砂と僅かに炭化物を含む。

暗褐色砂質層　　　　　僅かに黄褐色微砂を含む。

黄褐色砂質ブ・ック　　　　　　　　　　　　　ーm暗褐色砂質ブロック　　細砂を含む。

第20図　　37～41・43～45・52・53号土坑・p　i　t14実測図．

　　　　　　　A8720m　　　A’

　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　B87。70m　　　B’

　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　2
　　　　　　　　　　　　3
　　　　　　　　　　　　4
　　　　　　　　　5
　　土層注言己（D－44）

褐色砂質層　　軽石と微砂を含む。

　　　　　　　　　土層注記（D－49）

　　　　　1　耕　作　土
　　　　　2　灰褐色砂質層　　軽石を含み、酸化している。

　　　　　3　暗褐色砂質層　　軽石と炭化物を含む。

　　　　　4　暗褐色砂質層　　粗砂を含む。

　　　　　5　暗褐色砂質層　　微砂を含む。

　　D－45
　　　　　　　　ρ

　　　　　　　　　　　　　　／

　　　　　　ミ・
　　　　　　　、
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P－1

一◎

87．10m

▽

　　　　　土層注言己　（pit　1）

1　暗褐色砂質層　　軽石と細砂を含む。

P－5

P△

一＠一

87．10m

▽

P－3 P－4

一②

、

1　暗褐色砂質層

　　　　　土層注記（pit2）

1　暗褐色砂質層　　軽石と細砂を含む。

P－6

◎

一◎

87．10m

u
土層注記（pit3）

　　　　軽石と黄褐色微砂プロックを含む。

P－7

一◎一

87．20m 87．20m

一一（∋一

87．20m

▽

　87．10m
一’9曹

、

　　　　　土層注記（pit4）

1　暗褐色砂質層　　軽石と黄褐色微砂ブロックを含む。

u
　　　　　土層注言己　（pit　5）

1　暗褐色砂質層　　軽石と微砂を含む。

σ
　　　　　土層注記（pit6）

1　暗褐色砂質層　　軽石と微砂を含む。

　　　　　土層注言己　（pit　7）

1　暗褐色砂質層　　軽石と黄褐色微砂を含む。

P」8

一・⑤一一

87．20m

、刃

　　　土層注記（pit8）

1　暗褐色砂質層　　軽石を含む。

2　黄褐色微砂ブロック

P－9 P－10 P－11 P－12

◎・一

87．20m

u
　　　土層注記（pit9）

1　褐色砂質層　　微砂を含む。

培
一・◎

87．10m

ワ
　　　　　土層注記（pit10）

1　褐色砂質層　　黄褐色微砂を含む。

一⑥

87．20m

Ψ
　　　　　土層注記（pit．11）

1　褐色砂質層　　軽石と黄褐色微砂を含む。

認一塵
　　　　　　　87．20m

　　　　　　▽

　　　　　土層注記（pit12）

1　暗褐色砂質層　　軽石と黄褐色微砂を含む。

P－13 P－15 P－16　P－1：7 P－18

一◎

87．20㎡

▽
　　　　　土層注記（pit13）

1　暗褐色砂質層　　軽石と黄褐色微砂を含む。

一⑲一一

　87．20m

◎⑧
87．20m

1 1

　　　　　土層注記（pit15）

1　暗褐色砂質層　　軽石と微砂を含む。

　　　　P－161p－17
　　　　　土層注記（pit16　pit17）

1　暗褐色砂質層　　軽石と微砂を含む。　　1

燈一
　87．10m

訂
　　　土層注記（pit18）

灰褐色砂質層　　軽石を含み、酸化している。

10 1／60 2m

第21図 p　i　t1～13・15～18実測図
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P－19
　　　　　　　ノ

ー一◎・一

　87．00m

百1
　　　　　土層注記（pit19）

1　灰褐色砂質層　　軽石を含み、酸化している。

2　褐色砂質層　　軽石と微砂を含む。

P－20

一〇一一

　87。00m

禦　　　1

　　　　　i二層注言己　（pit　20）

1　灰褐色砂質層　　軽石を含み・酸化している・

P－21

◎一
　　87．10m

｝’て工ニア

　　　土層注記（pit21）

1　灰褐色砂質層　　軽石を含む。

P－22 P－23 P－24

⑥
87．00m

群

一一◎

87．10m

1
1

一〇一一

　87．10m

口
　　　　　土層注記（pit22）

1　灰褐色砂質層　　軽石を含み、酸化している。

　　　．土層注言己　（pit　23）

1　灰褐色砂質層　　軽石を含む。

　　　土層注記（pit24）

1　灰褐色砂質層　　軽石を含む。

P－25 P－26 P－27

一一〇一 一一①一一 一◎一

　87．10m 　87．00m

ア
87．00m

甲1

　　　」二層～主言己　（pit　25）

1　灰褐色砂質層　　軽石を含む。

　　　土層注記（ウit26）

1　灰褐色砂質層　　軽石を含む。

　　　」ヒ層2主言己　（pit　27）

1　灰褐色砂質層　　軽石を含む。

P－29
　　　　　　　　／

一③一

　87．20m

可
　　　　　土層注記（pi迄29）

1　灰褐色砂質層　　軽石を含み、所々酸化している。

P－30

一一参一

　　　87．10m

願地山　　　　地山

　　　土層注記（pit30）

1　褐色砂質層　　粗砂を含む。

2　褐色砂質層　　細砂を含む。

P－31

0

一一◎一一

　　87．00m
一’　　　1

陶　　2
　　　，土層～主言己　（pit　31）

1　褐色砂質層　　粗砂を含む。

2　褐色砂質層　　粗砂と僅かに炭化物を含む。

1／60 2顕

第22図 p　i　t　19～27・29～31実測図
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　　　　　　調査前現況（東より〉

翻茜馨灘

1号住居跡範囲

　　　　灘難馨

鞘藤灘鑛醸難
，麟、　馨　灘灘

　　　　　　　2号住居跡範囲

灘謬羅繊灘鑓灘灘難

　　　　　3号住居跡竈出土遺物状況

図版　1
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図版3
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